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トーマス・マンの「ヴェルズンゲンの血」
—その刊行をめぐって一一
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トーマス・マン (ThomasMann)はリヒャルト・ヴァーグナー
(Richard Wagner)の楽劇『ヴァルキューレJDie Wal細reから素材
を借り， 1905年の夏，短篇小説「ヴェルズンゲンの血」 Walsungenblutを
書きあげた．初期トーマス・マンの諸作品を概観すると， 19世紀ドイツ・
オペラ界の巨匠ヴァーグナーの影響を随所に見ることができる．しかしこ
の作品の場合， 1902年に発表された短篇小説『トリスタン」 Tristanとと
もに，ただ作品の内部にその影響が色濃く現われているばかりではなく，
小説の題名がすでにそれぞれ直接ヴァーグナーの作品に結びつき，読者に
その音楽を先ず想い起させる効果を持つ1意味深い作品であると言える．
ところが，「トリスタン』が短編小説集2のタイトルにその題名が採用さ
れて花々しく読者に紹介されたのとは全く対照的に， 『ヴェルズンゲンの
血」は完成はしたもののついに， トーマス・マンの死後， 短編小説集3iこ
収録されるまで， ドイツの一般読者に読む機会は与えられずにいた．これ
は偶然の仕業ではない．すでに印刷も終えて刊行を目前に控えていたこの
作品は， トーマス・マン自身の申し出によって発表が取止められたのであ
る．理由の如何にかかわらず，これは異常な措置であると言わざるをえな
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い、 『ヴェルズンケンの血』にとって不運としか言いようのないこの経歴
に眼を通すことは， この作品を考察するために是非とも必要なことと考え
られる． この不運の原因が，何よりも作品に内在する特異な性質にあるこ
とから．
Ⅱ
トーマス・マンは, 1905年2月11日，ユダヤ人カタリーナ・プリングス
ハイム(KatharinaPringsheim)を妻に迎える．長篇小説『ブッデンブ
ローク家の人々』助〃'"〃00"sが，トーマス・マンの名声を次第に不動
のものにしつつあった頃のことである． この新進の小説家とユダヤ人娘，
しかも大富豪でミュンヘン大学の数学教授を務める名望家の美しいひとり
娘との結婚は， ミュンヘン社交界の大事件であり，人々の注目を集めたこ
とは疑うべくもない．短篇小説『ヴェルズンゲンの血』が完成したのは，
新婚間もないその年の夏のことであった．
この作品では，一代で巨万の富を築きあげたユダヤ人の家庭が舞台とな
り，その家の双生の兄妹の近親相姦，ヴァーグナーの『ヴァルキューレ」
の舞台進行にシンクロナイズされて展開する陰惨な場面が暗に描かれてい
る．手違いから印刷の過程でその紙面が外部に漏れ，未発表の作品の内容
を偶然知って好奇心を煽られた人々が，その作家とユダヤ人娘の結婚と，
作中の登場人物とを結びつけたスキャンダルめいた噂を曝きはじめ，次第
にミュンヘンの町中にひろがっていった．その年の暮のことである．時期
的にも，またカタリーナに双生の兄が実在していたことからも， この噂力i
ひろがったのはきわめて当然のことと言える． さらに『ブッデンブローク
家の人々』がこの種の問題を， トーマス・マンの故郷の町リューベックで
引き起しており，刊行が間近に迫ったこの作品を一般読者に先駆て垣間見
た人々にとって，それは格好の噂の種となり得たのである．その題名『ヴ
I
’
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エルズンゲンの血』は，英雄ジークフリート (Siegfried)の誕生を歌う
ヴァーグナーの『ヴァルキューレ』を想起させ，またこの楽劇の舞台進行
は物語の展開に重要な役割を果してはいる． しかし， ここに暗示的に描か
れた近親相姦の光景をプリングスハイム家の双生の兄妹に短絡させたの
は，好奇心に煽られた人々の低俗な空想にほかならない．
1903年の春，トーマス・マンは機会を得てプリングスハイム家で催され
ていたサロンに紹介される．すでにその前からトーマス・マンはロシア風
の愛称でカーチャ (Katja)と呼ばれていた末娘の存在を知っており， こ
の機会を待っていた4． トーマス・マンは兄ハインリヒ・マン(Heinrich
Mann)に宛た手紙の中で「僕は以前は彼女をただ見ていただけ，しばし
ば，長い時間， そして飽くことなく見ていました｣5と報告している． こ
うしてプリングスハイム家を訪れるようになったトーマス・マンが，お目
当のカーチャのみならず，双生の兄クラウス(Klaus)ともどもプリング
スハイム家の人々を小説家の眼で観察していたことは，十分考えられるこ
とである． その結果， プリングスハイム家の豪華な邸宅， そこに住む人
人， とりわけその仲の良い双生の兄妹，そして彼等がユダヤ人であったこ
となどが素材としてトーマス・マンの創作意欲を掻き立て，ひとつの短篇
小説が成立する． これはトーマス・マンにすれば， きわめて自然な成行き
であった． かつてリューベックの町に実在する人々を模写した時のよう
に，プリングスハイム家の人々をモデルにしたのである． したがって，人
人の噂は全く根拠を持たないものではなく， 『ヴェルズンゲンの血』は彼
等にその材料を十分に提供し得る作品であった．
Ⅲ
「ヴェルズンゲンの血』の場合，その登場人物のモデルを詮索した人々
の努力は，おそらくほんのわずかで事足りたにちがいない．そして，彼等
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1の醜悪で遠慮のない好奇心はその余力をもって， この作品の中からトーマ
ス・マンのユダヤ人誹誇の下心を目敏く読み取り， その噂にこれを加え
た． しかし，これもまた全く根拠のないことではなかった．兄ハインリヒ・
マンに宛た手紙の中で， 『ヴェルズンゲンの血』をユダヤ人を扱った作品
であると言明しており6， またトーマス・マンにとってユダヤ人を描いた
のはこの作品がはじめてではなかった．すでに短篇小説集『小男フリーデ
マン氏』Deγたん伽g馳γγル"叱沈α""．〃b"e脆"7に収録されている最初
期の短篇小説『幸福への意志』D"W遡りz""@G"chにおいて，より直接
● ● ● ● ●
的な表現を用いてユダヤ人を描写している． たとえば， 「シュタインとい
● ●
う名前なんだ，彼等は，シュタイン男爵だぜ， しかも｣8と，「シュタイン」
「男爵｣の二語にイタリック体を用いて強調している．そして，昔は株屋
をしていたのが金の力で爵位を得たというパーオロ (Paolo)の説明に語
り手のわたしは， 「彼はユダヤ人なのかい｣9と尋ねかえす．パーオロとと
もにシュタイン男爵家を訪問したわたしは，男爵夫人の姿を「それにくら
べると，彼の夫人は無趣味な灰色の服を着た，醜い小柄なただのユダヤ女
にすぎなかった． 彼女の両耳には大粒のダイヤモンドが輝いていた｣10と
描写している． ここで用いられた「醜い」 (ha61ich),「小柄な」 (klein)
という二つの形容詞は，その財力の象徴としての大粒のダイヤモンドとと
もに， 『ヴェルズンゲンの血』のアーレンホルト夫人(FrauAarenhold)
の描写にそっくりそのまま受け継がれている． しかし，『ヴェルズンゲン
の血』では， トーマス・マンは「ユダヤ人，ユダヤ的」(Jude,jiidisch)''
という言葉を意識的に避けて他の腕曲な表現に換えたと言う'2．アーレン
ホルト家の28才になる法律を学ぶ娘メーリット(Marit)に「鉤鼻」
(Hakennase)13を与えたトーマス・マンは，この容貌に加えて長兄のク
ンツ(Kunz)をはじめ子供達の手きびしく辛辣な，攻撃的なものの言い
方の原因が，生れつきの防禦本能であると説明する'4．双生の兄ジークム
ント (Siegmund)は自分を「金髪の市民達」(dieblondenBiirger)'5
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「と区別し，妹ジークリント (Sieglind)が婚約者のフォン・ベッケラート
(vonBeckerat)の名を口にしたとき，彼は「今夜はずっと， もうこの
ゲルマン人のことを言わないでおくれ｣'6と顔をしかめて言う．そして一
代で財をなし今は稀観本の蒐集にあけくれる裕福な生活を送るアーレンホ
ルト氏が，東部ドイツの片田舎の出身であることも'7，彼等がユダヤ人の
血を受け継いでいることを読者が読み取ってゆくように， トーマス・マン
が作品の中に配した伏線となっている'8．
『ヴェルズンゲンの血」はまた別のところで，同種の問題を引き起して
いた．物語の結末部分でトーマス・マンが用いたユダヤ人ドイツ語'9を，
表現の露骨さ，作品全体の文章スタイルからの逸脱を理由に， この作品の
掲載を予定していた『ノイエ・ルントシャウ』誌(DieNeueRundschau)
の編集者，オスカル・ビー(OskarBie)から書き直すことを求められて
いたのである． これについてトーマス・マンは兄ハインリヒ・マンに助言
を求め，兄にその表現の必然性を認められたものの，最終的には編集者側
の意見を受け入れる．一般読者に不必要な刺激を与えないように配慮して
表現を書き改めたトーマス・マンは20．そのときの心境をハインリヒ・マ
ンに宛た手紙の中で，次のように語っている． 「兄さんがその結末部につ
いて言っておられることが， この結末部についての信念，すなわちその可
能性と内面的な必然性についての信念は一層強固になりました．そして，
そんなわけですから，ぼくは本にして出版するときにはそのままの形を守
ってゆくことを決心しています｣21と．『幸福への意志』， そしてこの『ヴ
ェルズンゲンの血』でのユダヤ人描写に際して， トーマス・マンには噂ど
おりのユダヤ人蔑視の意図があったのだろうか． 『ノイエ・ルントシャウ』
誌のために書き改め，本にして出版する際にはその部分を復活させるとい
うトーマス・マンを，ユダヤ人を好意的に描くことが反ユダヤ的でないと
する尺度で判断すれば，たしかに反ユダヤ的作家であると言えよう．そし
て，ユダヤ人娘を妻に迎えるトーマス・マンの行動は不可解で矛盾に満ち
’
l
l
－108－
1
?
､
ている．
『ヴェルズンゲンの血』が反ユダヤ的作品であると噂されているのを耳
にしたトーマス・マンは， それに対してこの作品は「潔白で無関係｣22で
あると述べている． しかしこの「潔白で無関係」であることも時期的に何
の説得力も持たないと判断したトーマス・マンは，人々の噂を何等積極的
に打ち消すことなく，作品そのものを公の場から未然に撤回してしまう．
Ⅳ
1906年2月15日，16日の『ミュンヘン最新報知』(MtinchnerNeueste
Nachrichten)にトーマス・マンは小論文『ビルゼと私』HZse〃堀納
を発表した．後日，辛辣な言葉を交えた序文を添えて単行本となったこの
小論文は， 『ブッデンブローク家の人々』をめぐるリューベックの人々の
風評に対する返答の体裁をとっている． この町で開廷されていたある出版
法違反訴訟の法廷で，原告側弁護人の弁論中『ブッデンブローク家の人
人』が「ビルゼ的小説」 (Bilse-Romane)23と呼ばれ，被告人ビルゼ中尉
の書いた低俗な暴露小説と同列に置いて論じられたことが， トーマス・マ
ンにこの小論文を執筆させる契機となった． しかしながらその論鋒はこれ
を論駁するだけにとどまらず， 『ヴェルズンゲンの血』を断念させた人々
にも向けられている．
「詩人が芸術的顧慮のほかには導かれることなく知人関係にある実在の
人物を描写している本のすべてに，ビルゼ中尉の名前をつけようとするな
ら，すべての世界文学作品をこの名の下に集めなければならない，がその
中には不朽の名作もあるのだ｣24と，トーマス・マンは著名な詩人の名を
挙げて，文学における現実描写の先例を指摘している． そこにはゲーテ
(Goethe),シラー(Schiller)の他に，シェークスピア(Shakespeare)
の名も見られる．そのみじめな結末によって大向こうの喝采を博したユダ
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?ヤ人商人シャイロック(Shylock)が引合に出されているのである．執筆
の時期から考えて， トーマス･マンは『ヴェルズンゲンの血』におけるユ
ダヤ描写とそれが引き起した問題を意識して， この小論文にシャイロック
を引用してきたと言える．
トーマス･マンは，偉大な詩人といえどもその作品のためにほとんどひ
とりの登場人物もまたひとつの事件も 「案出し」 (erfinden)25てはいな
い，そしてこの案出の才能は詩人にとってその天職の試金石でもなけれ
ば，単なる従属的な才能にすぎない， と主張する．そして，シェークスピ
アもまた案出するよりも 「見出す」 (finden)26の方を好んだ詩人であっ
た27,と．そしてトーマス．マン自身， リユーベツクの市民達の中から，
あるいはプリングスハイム家の人々の中からその登場人物を見出したので
ある．
詩人が見出した素材をその息吹と本質で満たすことをトーマス．マンは
「有情化」 (Beseelung%8と名づけ，これをさらに「現実の模写の主観
的深化」 (diesubjektiveVertiefungdesAbbildeseinerWirklich-
keit)29と呼びかえ，そこには作者の自我の流出があり， いかに敵対的に
描かれていようとも描かれた人物と作者はある程度一致する， 「同一性」
(Identitat)30がある311と言う． トーマス．マンは「概して芸術の領域に
は客観的認識は存在せず， ただ直感的認識だけがある｣32とし，再びシェ
ークスピアを引用して次のように論じている． 「あらゆる客観性， 自分の
ものにしようとすることやひどい噂をひろめようとすることは，絵のよう
なもの，仮面，身振り，外観，すなわちシャイロックがユダヤ人でありオ
セロ (Othello)が黒人でフォルスタッフ(Falstaff)がでぶであるとい
った特性として，感覚的な象徴として現われている外観だけに関係してい
る．すべての他のもの－そして他のものというのがほとんどすべてなのだ
が－主観的であり，直感と杼情詩であり，芸術家の知ろうとする， しっ
かりととらえようとする魂に属している.｣33『ブツデンブローク家の人
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人』におけるモデル問題， 『ヴェルズンゲンの血』をめぐる噂， これらは
その外観を基にしてその他のものまで含めて，事実あるいは逸話として読
まれたことに起因している． トーマス・マンはさらにこれを，幼い子供の
描いた他意のない小人の絵に執勘にあびせかけられる「これは誰なんだろ
う」という大人達の質問にたとえている34.しかし，無邪気な子供の他愛
ない絵の中には決して存在しないもの， シャイロックをユダヤ人に，オセ
ロをムーア人にそしてフォルスタッフをでぶに仕立てあげる芸術家の現実
に対する敵意を，人々はその外観から看破する． 『ヴェルズンゲンの血』
のユダヤ人描写から人々は， こうしてトーマス・マンの敵意を簡単に読み
とったのである．登場人物と作者の同一性もこの人々に対して何等説得力
を持たず，人々はもっぱら，その妻カーチャと双生の兄に意味ありげな視
線を向ける． トーマス・マンは人々のこの誤謬に当然の権利を認めたうえ
で，反論する．それは次のようなものである．
先ず「現実に対して詩人が敵意を持っているという外見， これは観察す
る認識の仮借のなさと表現の批判的簡潔さが原因となって生れてくる外見
である｣35とし，ドイツ認識杼情詩人フリードリヒ・ニーチェ(der
deutscheErkenntnis-LyrikerFriedrichNietzsche)にはじまった精
神のなせる業である， と言う．そこでは芸術と批評との境界が不確実であ
ることから，詩人的な批判主義(dichterischerKritizismus),観照の見
かけだけの客観性と独立性(diescheinbareObjektivitatundDega-
giertheitderAnschauung),ものを言い表わす言葉遣いの冷ややかさ
と鋭さ(dieKiihleundScharfedesbezeichnendenAusdrucks)と
が現実に対して敵意があるような外見を詩人に与える．そしてこれらの源
は，詩人の観察の苦痛にみちた感受性(dieschmerzlicheSensibilitat
derBeobachtung)にあり，この感受性が繊細であればある程，観察す
る認識の仮借のなさと表現の批判的簡潔さは詩人の敵意として作品の中に
強く現われてくる． トーマス・マンはこの感受性を，竪琴と同様アポロ的
’
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な道具として，ふるえんばかりに引絞られた弓にたとえ，詩人のこの弓か
ら射られる矢は， うなりながら命中して標えながら的につきささっている
鋭い羽根をつけた言葉である36, と言う．
これは，かつて短篇小説『トリスタン』に登場した三文文士シュピネル
氏(HerrSpinell)が，俗人クレーターヤーン氏(HerrK16terjahn)を
攻撃するために使用した「弱者の嵩高な武器であり復讐の道具｣37として
の「精神と言葉｣38ではないだろうか．この小論文の結論部分に次のよう
な一文がある． 「現実が粗野な利己心から，彼の孤独の作品にあえて手を
かけるとき，彼が立ちあがって示すその狂ったような憤激ほど，偽りのな
い深い根源を持ったものはない.｣39この文中の語，「現実」をクレーター
ヤーン氏， 「作品」をガブリエレ(Gabriele)に，そして「彼」すなわち
芸術家をシュピネル氏にそれぞれ置きかえてみるとどうか、そこには『ト
リスタン』的様相，すなわち，最初から和解の道を閉されて絶望的に対立
すると同時に，根本的な価値観の相違のために空転をつづける論争とは呼
び難い「市民」対「芸術家」の対立劇が再現される． さらに次の一文を同
じように置きかえてみるとどうか、 「現実はだらしのない常套語句で話し
かけられることを望んでいる．その描写の芸術的な正確さは，それに澗癩
をおこさせる.｣40この滴癩こそ，シュピネル氏の言葉を理解し得ぬ俗人ク
レーターヤーン氏のきわめて素朴な怒りではないか． シュピネル氏はこの
怒りの前にひと言もなかったばかりか，生命の権化であるクレーターヤー
ンⅡ世が乳母車の中で突然けたたましく笑うその声を背に敗走する41．そ
して， トーマス・マンもまた， 「表現の批判的簡潔さから，人間的な意味
での悪意や敵意を推論することほど， より大きな誤解はない｣42としなが
ら， 『ヴェルズンゲンの血』の場合， この現実の前から引き下がらなけれ
ばならなかった．
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V
トーマス・マンが『ヴェルズンゲンの血』の発表を中止するという措置
を突然とった原因のひとつには，そしてこれが最大の原因であったと思え
るがカーチャの回想にもあるように，その噂に激怒した彼女の父の強い抗
議がある43． 兄ハインリヒ・マンに宛た手紙の中で， 「ぼくは，人間的に
も社会的にももはや自由ではないことを認めざるを得ません｣44とこの突
然の措置について釈明を試みている．芸術家トーマス・マンが束縛されて
いることを自ら認める言葉である． 「ぼくは愛したときには， いままでは
いつも同時に軽蔑してもいました．憧れと軽蔑の入り雑った気持，反語的
愛がぼく本来の感情領域でした． 卜 （一ニオ）・ク（レーゲル)45は＞生く
を，青い眼の日常性を，憂愁と軽蔑と絶望のうちに愛していました． とこ
ろが今はどうでしょう｣46と，トーマス・マンは恋人カーチャに市民的な
一途な愛を告白する手紙を書き送っている．果して，刊行を目前に控てい
た作品を断念することがトーニオ・クレーゲル的芸術家，迷える市民トー
マス・マンの家族に対する市民的日常的な愛の証であったのか．兄ハイン
リヒ・マンにこの事の顛末を報告すると同時に，当然予想されるその非難
攻撃に先んじて次のように防衛する． 「兄さんはぼくのことをきっと，臆病
な市民と名づけるでしょう． しかし兄さんは簡単に言ってのけています．
兄さんは絶対主義者的なんです．それに対してぼくは，かしこくも自分自
身に憲法を課し給うたのです.｣47トーマス・マンがその身に課し給うたと
皮肉まじりに言う憲法とは，いったいどのようなものだったのか．
トーマス・マンは結婚の直後， 『ヴェルズンゲンの血」に先立って，短
篇小説『悩みのひととき』勘hz"gγe邸""”48を完成している．ここには，
『ヴァレンシュタイン』W"脆"S"加を執筆するシラーが主人公として描か
れている．ゲーテの推挙によりイエナの大学に教授の地位を得，以前から
’
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愛していた女性と結婚生活にはいり病苦にさいなまれながらも比較的安定
した環境にあった頃のシラーの姿である49．もちろん「有情化」はこの作
品にも存在している． そしてトーマス・マンと主人公シラーとの「同一
性」は， トーニオ・クレーゲルがその自伝的分身的主人公であることから，
ここではこれを重ねた三重の「同一性」として見ることができる．意識す
ることなく生を享受し，健康に実直に生活することのできる金髪の市民達
に憧れつつこれに冷やかな眼差を向け，創造のために健康が蝕ぱまれ，蝕
ばまれるにつれて鋭敏さを増してゆく精神． この精神をもつトーニオ・ク
レーゲルが，結婚によって市民的な日常の連帯の中に組み入れられた芸術
家として， シラー描写に現われている．そして同時に， カーチャとの結婚
によってトーマス・マン自身の置かれた状況が，主人公シラーに託されて
もいる．一年後の『ビルゼと私』には， このシラーの苦悩が，認識する芸
術家の苦悩として間接的に大量に引用されており， このこともこの三人を
結びつける糸と見倣すことができよう．
「闘争と苦難，情熱と苦痛こそ道徳的なものなのだ｣50とシラーは言う．
さらに「才能それ自体－それが苦痛ではなかったか｣5]， そして「根本
においてそれは欲求であり，理想についての批判的な学識であり，負欲で
ある｣52と．これは， 『ビルゼと私』では「観察の苦痛にみちた感受性」と
表現されている． シラーは「認識しながら創造するものこそ両者，すなわ
ち神であり英雄であるのだ｣53と，認識杼情詩人ニーチェを先取りする．
「先ずはじめ，素材，資料，吐露の可能性への内的芸術のリズミカルな衝
動にはじまり，思想，心像，言葉， そして数行の文章に至る｣54あるいは
「限定し，削除し，形成し，完成すること.｣55シラーのこれらの言葉は，
人々の誤解の根源となった「表現の批判的簡潔さ」と同義であり，主人公
シラーとトーマス・マン，そしてその創造への姿勢とを結びつけている．
しかも，結婚生活を営む迷える市民であり芸術家としてのトーマス・マン
である．
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P認識し表現することに疲れ果てたシラーは，隣室に眠る妻の枕許に立っ
て眩く、 「神に誓って，神に誓ってわたしはおまえのことをとても愛して
いる．ただわたしは時おり自分の気持を見失ってしまう．なぜなら病苦の
ために，そしてわたし自身がわたしに課した任務との苦闘のために， しば
しばひどく疲れてしまっているからだ．そして，わたしはあまりおまえの
ものになりすぎてはいけないし，すっかりおまえの中で幸福になってしま
ってもいけないのだ， わたしの使命のために……｣56この言葉は，妻を迎
えたばかりのトーマス・マンがシラーに託して語らせた決意ではなかった
か． しかし，それが容易でないことを， トーマス・マンは次第に知らされ
てゆく．すなわち，芸術家トーマス・マンにその血統故に内在する市民的
気質，そこに起因するトーニオ・クレーゲル的葛藤は結婚という市民的行
為によって何等解消されることなく， むしろ激しさを増してゆく． 『ピル
ゼと私』ではトーマス・マンはこれを「芸術家気質と人間性との間の相
剋」 (derZwiespaltzwischenKiinstler-undMenschentum)57と呼び
「これはきわめて激烈な外的．内的紛糾へとつづき得る｣58と解説してい
る． さらにトーマス・マンは次のように解説をつづける． 「人間としては
善良で，辛抱強く，愛情に満ち，肯定的であってよいし，あらゆる出来事
を認めるという全く批判的でない傾向を持っていても良い． しかし，芸術
家としてはデーモンに，観察すること，電光石火しかも苦痛に満ちた悪意
で個々の出来事をすべて知覚し容赦なくそれを書き留めることを強いられ
る.」59恋人カーチヤヘの手紙に見ることのできたトーマス．マンのきわめ
て平凡な愛の告白は嘘のように姿を消し，芸術家と市民の間により明確に
境界を示す線が引かれている．
トーマス・マンにとって， カーチャとの結婚という市民的日常的行為
は，市民性への帰属を意味するものではなかった． しかし，妻への愛，家
庭への奉仕，結婚から派生しさらに増えつづける市民的日常的束縛を余儀
なくされつつ，それによって何等損われることなく芸術家としての使命を
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果たしてゆく， この両立がトーニオ・クレーゲル的芸術家にとっていかに
困難なことであり，危険性を多分に含んでいることか．愛しているがその
幸福に浸りきるわけにはいかないというシラーの言葉は，芸術家トーマ
ス・マンの偽りのない心からでたものであろう．その両立の可能性を信じ，
いずれか一方のために他方を犠牲にすることなど， シラーを描いた時点で
はトーマス・マンの思いもおよばぬことであった． しかし主人公シラーと
同じように苦痛のうちに創りあげられた作品『ヴェルズンゲンの血』に，
その「神聖な外形の中に無限の故郷をみごとに予感させる｣60ことはでき
なかった．噂によって直接， 自分の妻とその実家に人間的に係り合いをも
ったこの作品について， トーマス・マンはその両立の可能性を現実に問わ
れ，思いもよらぬ二者択一を迫られたのである．そして，作品のほうを断
念してきわめて通俗的市民的に愛の証をたてたトーマス・マンの「人間的
にも社会的にももはや自由ではないことを認めざるを得ない」という告白
もまた，その血統故に深く生に根ざす芸術家の偽りのない心情の吐露では
なかっただろうか． この言葉は先のシラーに託された言葉と全く矛盾する
ものではあるが，そのいずれも嘘言では決してない．なぜならば，一方は
読者を対象とした小説の中に織りこまれた作者の言葉であり，一方は非公
開を前提とする私信，兄ハインリヒ・マンに宛られたきわめて個人的な内
容を含む手紙の中の言葉である．全く条件を異にして書かれた言葉を同一
の視点から見てその真偽の判定を求めることはできない．がしかし，だか
らこそ私信の中で語られたこの言葉こそトーマス・マンの本音である， と
言えるのではないだろうか．そこには，長女エーリカ(Erika)を出産し
て間もない妻カーチャに対する温かい思遣りが感じられるのである． トー
マス・マンは同じ手紙の中で，兄ハインリヒ・マンとイーネス・シュミッ
ト (InesSchmidt)との交際をさりげなく話題にとりあげ， 「いつの日
か，いいですか,兄さんも自分に憲法を課されるのです｣61と，絶対主義者
である兄も臆病な市民の列に加わり得ることを指摘している． トーマス。
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マンが自ら自身に課し， さらに兄ハインリヒ・マンもまたその身に課すこ
とになるであろうという憲法とは， きわめて私的な庶民的責務の遂行を義
務づけるものに他ならないのである． しかし， これが芸術家の創造したひ
とつの作品に係るとき，ただ微笑ましいという形容ですませてしまうわけ
にはいかない．
Ⅵ
『ヴェルズンゲンの血』の刊行をめぐる騒ぎに， トーマス・マンは発表
中止という非常手段を使い一応の終止符を打った．憲法を楯にその弁解に
努めるトーマス・マンは，同じ手紙の中で「この物語が出版されないこと
はあまり口惜しくはない｣62と言う．そしてその言葉をしたためたインク
の乾ききらぬうちに， 「主としてぼくが困っているのは， とにかく作品を
仕上げることが少ないこのぼくが，何週間もかけた几帳面すぎるほどの作
品を， 周囲のことを考えて発表を差し控えねばならないことです｣63と釈
然としない混乱した心を覗かせている． しかし， この手紙に先立って書き
あげられた小論文『ビルゼと私』では， もうひとつの芸術家トーマス・マ
ンの毅然とした姿が浮びあカミってくる． 「わたしが自由について語るとき，
わたしはあらゆる新しい根源的な業績の前提条件である，あの内的独立，
無拘束，孤独のを意味して言うのである． これは情愛の深い，人間的な束
縛を決して排除するものではない． しかし芸術家の威厳と崇高さはこの自
由に基づくものであり，顧慮とか市民的思遣りの要求はこれに対して何等
力を持たない｣64と言うとき，この小論文の本論部分を締るトーマス・マ
ンの問いかけ， 「芸術家が苦悩の内に生みだした作品－それを彼は公に
すべきではないというのか，それが彼に栄誉をもたらしてはならないとい
うのか｣65という問いかけは，その微妙に震える鋒先を『ヴェルズンゲン
の血』に「あえて手をかけた」人々に向けることになる．
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1未発表の作品をめぐる噂は，作品そのものが公にならなかったことか
ら，噂の域を出ぬまま終息する．そしてこの問いかけに対する回答は，胸
をはって芸術家の自由を説くトーマス・マンによって外に向けて示された
が，内面的には憲法というきわめて暖昧な言葉で片付けられてしまってい
る． これはトーマス・マン自身にも後味の悪いものであった.1910年にな
ってからも， この作品に言及した評論に敏感に反応を示し， 「世間一般に
対して眼に触れないように出版を停止している『ヴェルズンゲンの血』を
またしても君は…｣66と，その著者クルト･マルテンス(KurtMartens)
に不満の意を伝えており， この時点でもまだその心の蟠を解消できずにい
る． トーマス．マンが『ヴェルズンゲンの血』を本にしたのは， 1921年に
なってからのことである． もちろん問題の部分は復活されている． ミュン
ヘンのファンタズス社(Phantasus-Verlag,Miinchen)から自費で出版
された67530部の限定版がそれであり，一般の読者を対象としたものでは
ないことは言うまでもない． これをもとに外国で翻訳，出版されたものを
のぞけば，その死後まで， ドイツの一般の読者からこの作品は隔離された
ままであり， トーマス．マンが1905年の年の暮れにとった措置は完遂され
たと言える．
刊行の中断という『ヴェルズンゲンの血』にとって致命的な措置は， こ
の作品のもつ特質ならびに外面的様相の招いた不幸であって，作品の本質
に係わることでもなければそれを損うものでもない.そして， この事件は
常にそつなく生きたトーマス･マンが持っていた人間臭い一面を，図らず
も浮彫にして見せたばかりか，その芸術家としての生涯に判然としない影
をひとつ残したのである．
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Thomas Manns Wälsungenblut 
-in bezug auf den Verzicht seiner Veröffentlichung-
Makoto Minamimori 
Thomas Mann heiratete Katharina Pringsheim, eine Judin. 
Sein bald nach der Heirat abgeschlossenes Werk Wälsungenblut 
ist eine Judengeschichte. Sie spielt in der Familie eines reichen 
Juden, der nur in seinem Leben ein Vermögen verdient hat-
sonst nichts. Nun finden wir hier ein groteskes Thema, den 
Inzest seiner Zwillingskinder, Siegmund und Sieglind, der Helden 
dieser Novelle, zu der die Bühne Richard Wagners Walküre syn-
chron geschildert ist. In der Tat hatte seine Frau Katja, so nach 
einem russischen Kosenamen genannt, einen Zwillingsbruder 
Klaus; damit lief ein Gerücht in München um, daß seine Frau 
und ihr Zwillingsbruder wie die Helden der Novelle Sünder seien, 
bzw. ihr Mann eine antisemitische Novelle geschrieben hätte. 
So mußte die Novelle Wälsungenblut von Thomas Mann selbst 
zurückgezogen werden und sollte bis nach seinem Tod vom 
deutschen Publikum ferngehalten werden. 
Dies war nicht der erste Skandal. Schon in Lübeck, seiner 
Heimat, hatte Thomas Mann mit dem gleichartigen Problem 
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Aufsehen erregt, d.h. die Modelle der Personen in seinem ersten 
Roman Buddenbrooks hatten sich ins Gerede gebracht. Als Antwort 
auf dieses Gerede schrieb er einen kleinen Aufsatz Bilse und 
ich. In demselben Aufsatz widerlegt er auch das Gerücht über 
Wälsungenblut. Thomas Mann sagt, daß es für einen echten Dichter 
notwendig sei, lebende Personen seiner Bekanntschaft zu poträ-
tieren, weil er seine Personen nicht erfinde, sondern aus Wirklich-
keit finde. Thomas Mann zitiert Shakespeare und sagt weiter, 
daß er viel lieber gefunden habe, als daß er erfunden habe, und 
mit einer so gefundenen Person Shylock, dem Juden, einem wid-
rigen entsetzlichen Wesen, innerlich identifiziere. Diese Identität 
kommt von der Beseelung her, die der dichterische Vorgang sei, 
den man die subjektive Vertiefung des Abbildes einer Wirklichkeit 
nennen könne. Und im Verlauf der subjektiven Vertiefung gehe 
so vieles verloren und bleibe einiges wenige der Wirklichkeit 
zurück; die Äußerlichkeit, die sich als Charakteristikum und 
sinnliches Symbol darbiete, wie Shylocks Judentum, und das 
Subjektive. Tatsächlich poträtierte Thomas Mann die Zwillings-
kinder von Pringsheim, aber das Gerücht über Wälsungenblut 
stammt nur aus dem Objektiven, dem Anschein des Abgebildeten. 
Das erste Werk nach Thomas Manns Heirat war die Novelle 
Schwere Stunde ; dort stellt er Schiller, der Weib und Kinder 
besaß, in der schweren Stunde seines Werks Wallenstein dar. 
Seine schwere Stunde ist auch dieselbe Thomas Manns und 
kommt von seinem erkennenden Schaffen, das als die schmerz-
liche Sensibilität des Beobachtens des Erkenntnis-Lyrikers 
Nietzsche in Bilse und ich erscheint. Zum Schluß des Aufsatzes 
fragt Thomas Mann, ob er das Werk, das ein Künstler in 
Schmerzen tue, nicht offenbar machen solle und es ihm keinen 
Ruhm bringen dürfe. Der Held Schiller vollendet das Leidens-
werk, allein Thomas Mann konnte seins nicht erscheinen lassen. 
Das Werk Wälsungenblut selbst ist keineswegs schuld an dem 
Verzicht seiner Veröffentlichung und dieser bezieht sich auf das 
Wesen des -Werkes nie und nimmer. 
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Den Widerspruch zwischen den beiden, seinem Ideal in 
Schiller und der Tatsache kann ich dort sehen und auch den 
inneren Zwiespalt Thomas Manns. Der Held Schiller sagt, daß 
er nie ganz in seiner Frau glücklich sein dürfe; aber Thomas 
Mann mußte glücklich sein. Thomas Mann habe geruht, sich eine 
Verfassung zu geben, so schreibt er in einem Brief an seinen 
Bruder Heinrich. Seine Verfassung bedeutet die bürgerlich-täg-
liche Liebe zu seiner Frau und dem Neugeborenen, Erika, und 
die Pflicht gegen sie. Dort finde ich eine menschlich-feige Seite, 
die Thomas Mann unvermutet offenbarte. 
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